
出
発
前
の
３
月
初
旬
、
現
場
感
覚
を
少
し
で
も

知
っ
て
お
こ
う
と
、
東
京
で
上
映
中
の
「
パ
ラ
ダ

イ
ス
・
ナ
ウ
」（
ハ
ニ
・
ア
ブ
・
ア
サ
ド
監
督
）
を

観
た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ロ
ー
ブ
賞
最
優
秀
外
国
語

作
品
賞
を
受
賞
し
た
こ
の
映
画
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ

北
部
の
村
ナ
ブ
ル
ス
に
住
む
２
人
の
青
年
が
自
爆

攻
撃
へ
の
決
意
を
固
め
る
ま
で
の
葛
藤
を
扱
っ
て

い
た
。「
平
等
に
生
き
ら
れ
な
く
と
も
、
平
等
に
死

ぬ
こ
と
は
で
き
る
」
と
い
う
主
人
公
の
セ
リ
フ
が

胸
を
衝つ

い
た
。

ロ
ン
ド
ン
経
由
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
パ
レ
ス
チ
ナ
事
務
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「平和と繁栄」の
「舞台」を造る
JICAのサムライたち
中東和平問題の原点とも言うべきパレスチナの地を
初めて踏むことは緊張を伴う旅であった。3月、パレ
スチナ自治区でイスラム原理主義組織ハマスと穏健
派ファタハによる統一政府は発足したものの、ガザ地
区における両派の厳しい対立はイスラエルとの関係
改善にも暗い影を落としていた。しかし、そこで見たも
のは、複雑な国際政治の中で翻弄

ほんろう

されるパレスチナ
とイスラエルの間にコミュニティー開発と信頼感を深
めることで、「平和と繁栄」のためのプラットホームを建
設するというJICAのサムライたちの夢と決意だった。

パレスチナ
PALESTINE

イ
ス
ラ
エ
ル
の
若
い
兵
隊
が
運
転

手
の
身
分
証
明
書
を
点
検
し
な
が

ら
、
車
内
の
わ
れ
わ
れ
に
鋭
い
目

つ
き
を
注
い
で
く
る
。
だ
が
、
中

に
は
検
問
を
終
え
る
と
「H

av
e
a

n
ice
d
ay
!

」（
楽
し
い
一
日
を
！
）

な
ど
と
声
を
掛
け
て
く
れ
る
女
性

兵
士
も
い
て
、
到
着
以
来
の
緊
張

感
が
ふ
と
途
切
れ
る
。「
あ
の
連
中

と
き
た
ら
、
そ
の
日
の
気
分
次
第

な
ん
だ
か
ら
」
と
ア
ラ
ブ
系
イ
ス

ラ
エ
ル
人
の
運
転
手
が
舌
打
ち
を

す
る
。

私
の
役
目
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
パ
レ

所
が
置
か
れ
て
い
る
テ
ル
ア
ビ
ブ
に
着
き
、
本
部

か
ら
派
遣
さ
れ
た
「
母
子
保
健
に
焦
点
を
当
て
た

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
以
下
母
子
保
健
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
評
価
調
査
団

と
合
流
し
た
。
事
務
所
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当

の
三
好
浩
樹
・
企
画
調
査
員
が
説
明
役
に
つ
い
て

く
れ
た
。

翌
日
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
基
地
で
あ
る
ジ

ェ
リ
コ
に
向
か
う
防
弾
車
の
車
窓
か
ら
は
、
イ
ス

ラ
エ
ル
が
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
域
に
張
り
巡
ら
し

た
分
離
壁
や
有
刺
鉄
線
が
嫌
で
も
飛
び
込
ん
で
き

た
。
時
々
、
小
高
い
丘
の
上
に
は
緑
色
の
瀟
洒

し
ょ
う
し
ゃ

な

家
並
み
が
見
え
る
。「
あ
れ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
入

植
地
で
す
」
と
三
好
が
説
明
す
る
。
検
問
所
で
は

文＝尾崎美千生（ジャーナリスト）
text by Ozaki Michio

写真＝今村健志朗
photos by Imamura Kenshiro

ジェリコ市に入るためのイスラ
エル側の検問所を過ぎるとすぐ
にJICAパレスチナ事務所が作
った看板が見えてくる。奥に見
えるのはパレスチナ側の検問所

イスラエルからパレスチナ西岸のラマラに行く際に必ず通らなけ
ればならないイスラエルの検問所の一つであるカランディア検
問所のすぐ横に巡らされた分離壁。左はイスラエル側の監視塔

ス
チ
ナ
自
治
区
の
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
で
２
０
０
５

年
以
来
進
め
て
い
る
技
術
協
力
、「
母
子
保
健
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」「
ジ
ェ
リ
コ
及
び
ヨ
ル
ダ
ン
渓
谷
に
お

け
る
廃
棄
物
管
理
能
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
地

方
行
政
制
度
の
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
、

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
状
況
報
告
を
す
る
こ
と
で
あ

る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
今
後
本

格
化
す
る
農
業
開
発
や
観
光
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
含
め
て
、「
中
東
和
平
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
（
舞

台
）
造
り
」（
成
瀬
猛
所
長
）
を
支
え
る
「
柱
」
に

当
た
る
こ
と
が
次
第
に
分
か
っ
て
き
た
。
日
本
政

府
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
一
歩
前
に
踏
み
出
し
た
「
平
和

構
築
」
の
土
台
づ
く
り
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
日
本
の
信
頼
と
い
う
苗
を
植
え
付
け

る
仕
事
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。

私
た
ち
が
最
初
に
出
会
っ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
人
は
ジ

ェ
リ
コ
市
内
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
委
託
さ
れ
た
日
本
人
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
３
人
を
交
え
て
、
な
に
や
ら
真
剣
に

打
ち
合
わ
せ
を
す
る
10
数
人
の
男
女
だ
っ
た
。
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
一
人
に
聞
い
た
ら
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支

援
で
ご
み
の
処
理
場
は
で
き
た
が
、
将
来
の
費
用
負

担
を
誰
が
ど
う
担
う
か
を
め
ぐ
る
や
り
と
り
だ
っ
た
。

「
な
に
せ
、
初
め
て
の
こ
と
で
共
通
利
益
の
た
め
に
費

用
を
ど
う
負
担
す
る
か
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
ね
」
と
百
家
争
鳴
気
味
の
評
定
に
も
、「
郷
に
入

っ
て
は
郷
に
従
え
」
と
ば
か
り
日
本
人
が
割
っ
て
入

る
気
配
は
な
か
っ
た
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
も
、
現
地
住
民
を
巻

き
込
む
作
業
に
は
大
い
な
る
忍
耐
が
要
る
の
だ
な
、

と
い
う
の
が
正
直
な
第
一
印
象
だ
っ
た
。

「
パ
ラ
ダ
イ
ス
・
ナ
ウ
」
の
舞
台
と
な
っ
た
ナ
ブ
ル

ス
の
南
方
、「
世
界
最
古
の
都
市
」
ジ
ェ
リ
コ
の
北
方

50
キ
ロ
に
位
置
す
る
村
・
ジ
フ
ト
リ
ッ
ク
で
開
か
れ

た
「
無
料
診
療
デ
ー
」
は
、
地
元
の
住
民
約
１
２
０

０
人
が
参
加
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
研
修
事
業
に
参
加
し
た
パ
レ
ス
チ
ナ
の
「
帰

国
研
修
員
同
窓
会
」
が
仲
立
ち
し
、
自
治
政
府
保
健

庁
や
国
連
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
救
済
事
業
機
関
（
Ｕ
Ｎ

Ｒ
Ｗ
Ａ
）、
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
医
師
や
看
護
師
を
総
動

員
、
医
薬
品
２
０
０
０
人
分
を
用
意
し
た
。
三
好
と

住
民
を
巻
き
込
む
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援

母
子
保
健
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
萩
原
明
子
・
チ
ー
フ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
、
山
崎
健
治
・
業
務
調
整
員
、
津
田
加

奈
子
・
ジ
ュ
ニ
ア
専
門
員
ら
が
年
明
け
以
来
周
到
な

テルアビブからジェリコに通じる幹線道路沿いに連なる分離壁。写真右上の屋根
はイスラエル入植地に立つ家々。壁を隔てて左側にはパレスチナ人の家も見える

JICAの支援で新しく作られた廃棄物埋め立て場。福岡方式と呼
ばれる廃棄物の埋め立て技術が取り入れられている

中
東
和
平
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の

柱
と
な
る
技
術
協
力
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準
備
を
進
め
、
イ
ベ
ン
ト
前
日
に
は
泊
ま
り
込
み
で

設
営
と
�
集
客
�
に
走
り
回
っ
た
。

分
離
壁
や
厳
し
い
検
問
で
自
由
な
往
来
が
制
限
さ

れ
て
い
る
住
民
に
と
っ
て
は
、
戦
後
日
本
の
母
子
の

健
康
改
善
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
「
母
子
健
康
手
帳
」

を
モ
デ
ル
に
初
め
て
作
ら
れ
た
「
ア
ラ
ビ
ア
語
版
」

が
、
産
前
産
後
の
検
診
や
子
ど
も
の
成
長
歴
を
し
っ

か
り
記
録
す
る
「
命
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
と
し
て
母
親

た
ち
の
ハ
ー
ト
を
つ
か
ん
で
い
た
。
紙
芝
居
方
式
の

「
フ
リ
ッ
プ
チ
ャ
ー
ト
」
も
女
性
の
地
位
向
上
に
貴
重

な
学
習
機
会
と
な
っ
た
。

１
６
０
万
人
の
難
民
を
抱
え
、
人
口
の
3
分
の
2

が
１
日
2
ド
ル
以
下
の
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ
て
い
る

の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
支
え
る
大
き
な
柱
の
一
つ
に

な
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

エ
ル
サ
レ
ム
の
聖
地
巡
り
は
季
節
外
れ
の
霰

あ
ら
れ

が
打

ち
つ
け
る
寒
い
日
で
あ
っ
た
。「
東
洋
か
ら
の
異
教
徒

の
侵
入
に
、
神
の
怒
り
か
」
な
ど
と
ジ
ョ
ー
ク
を
飛

ば
し
な
が
ら
着
い
た
聖
地
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
「
嘆

き
の
壁
」、
イ
ス
ラ
ム
教
の
黄
金
に
輝
く
「
岩
の
ド
ー

ム
」、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
聖
墳
墓
教
会
」
が
仲
良
く
立

ち
並
ん
で
い
た
。
今
度
は
正
気
で
、
信
仰
厚
き
人
々

が
一
神
教
な
る
が
ゆ
え
に
な
ぜ
お
互
い
に
殺
し
合
い

ま
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
改
め
て

思
っ
た
。
昨
年
京
都
に
平
和
を
求
め
て
宗
派
を
超
え

た
宗
教
家
た
ち
が
集
っ
た
「
世
界
平
和
宗
教
者
会
議
」

（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
が
想
い
起
こ
さ
れ
た
。

私
た
ち
の
パ
レ
ス
チ
ナ
訪
問
と
す
れ
違
い
に
東
京

で
は
、
昨
年
小
泉
前
首
相
が
打
ち
上
げ
た
「
平
和
と

繁
栄
の
た
め
の
回
廊
」
構
想
に
関
す
る
第
1
回
「
４

者
協
議
」
と
、
第
3
回
目
の
「
信
頼
醸
成
会
議
」
が

開
か
れ
て
い
た
。
同
構
想
は
イ
ス
ラ
エ
ル
、
パ
レ
ス

チ
ナ
、
ヨ
ル
ダ
ン
が
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用
し
て
ヨ

ル
ダ
ン
渓
谷
に
農
業
生
産
加
工
団
地
を
造
り
、
い
ず

れ
は
ヨ
ル
ダ
ン
を
経
由
し
て
湾
岸
諸
国
と
の
経
済
圏

を
つ
く
り
出
す
ア
イ
デ
ア
だ
。
開
発
先
行
で
中
東
和

平
を
牽
引

け
ん
い
ん

し
よ
う
と
い
う
日
本
が
世
界
に
発
し
た
外

交
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。

日
本
で
の
信
頼
醸
成
会
議
に
出
席
し
て
い
た
成
瀬

所
長
が
私
た
ち
の
帰
国
間
際
に
パ
レ
ス
チ
ナ
に
戻
っ

037 monthly Jica 2007 July

パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
妊

産
婦
死
亡
率
、
乳
幼

児
死
亡
率
は
高
く
、

妊
婦
の
30
％
以
上
、
乳

児
の
40
％
が
貧
血
で
、

人
口
増
加
率
も
高
い
。

だ
が
今
後
は
ア
ジ
ア

や
ア
フ
リ
カ
の
極
貧

層
に
比
べ
、
相
対
的

に
上
昇
し
つ
つ
あ
る

健
康
指
標
を
さ
ら
に

高
め
る
た
め
の
動
機

付
け
が
課
題
に
な
る
。

「
0
％
か
ら
60
％
に
水

準
を
上
げ
る
こ
と
に

比
べ
、
70
％
以
上
を
さ

ら
に
上
昇
さ
せ
る
こ

と
の
ほ
う
が
難
し
い
」
と
い
わ
れ
る
こ
の
世
界
の
こ

と
で
あ
る
。

「
地
方
行
政
制
度
の
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
専
門

家
と
し
て
年
初
め
に
パ
レ
ス
チ
ナ
に
来
た
黒
田
一
敬

に
は
「
と
う
と
う
念
願
の
地
に
や
っ
て
来
た
」
と
い

う
感
慨
が
あ
る
。
国
連
カ
ン
ボ
ジ
ア
暫
定
統
治
機
構

（
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
に
参
加
し
て
以
来
15
年
、
東
テ
ィ
モ

ー
ル
の
選
挙
支
援
に
も
携
わ
っ
た
。
こ
の
間
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
で
は
親
し
か
っ
た
中
田
厚
仁
さ
ん
を
銃
弾
で

失
い
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
仕
え
た
上
司
は
そ
の
後
バ

グ
ダ
ッ
ド
の
爆
弾
テ
ロ
の
犠
牲
に
。
本
人
も
東
テ
ィ

モ
ー
ル
で
民
兵
の
襲
撃
に
遭
い
、
腕
に
負
傷
し
た
経

験
が
あ
る
。「
地
方
行
政
力
強
化
」「
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
徹
底
」「
近
隣
諸
国
の
地
方
自
治
体
と
の
協
働
」
と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
記
述
は
堅
苦
し
い
。
だ
が
黒

田
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、
士
気
の
高
い

パ
レ
ス
チ
ナ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
た
ち
と
連
日
ひ

ざ
を
突
き
合
わ
せ
「
地
方
か
ら
中
央
を
動
か
そ
う
」

と
熱
く
語
り
合
っ
て
い
る
と
い
う
。
先
任
の
酒
本
和

彦
所
員
、
水
谷
徹
哉
・
企
画
調
査
員
も
黒
田
を
支
え
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
南
部
の
塩
湖
「
死
海
」
と
、
ユ
ダ
ヤ

人
ゆ
か
り
の
世
界
遺
産
「
マ
サ
ダ
城
」
を
見
学
し
た

と
き
に
は
、
岩
崎
昭
宏
所
員
に
案
内
さ
れ
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
形
成
調
査
団
と
合
流
し
た
。

観
光
客
は
同
地
に
お
け
る
紛
争
や
和
平
の
動
き
に
敏

感
に
反
応
す
る
と
い
う
。
同
地
に
豊
富
な
文
化
遺
産

や
遺
跡
な
ど
の
観
光
資
源
の
開
発
も
、
中
東
和
平
へ

政
治
と
開
発
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を

て
き
た
。「
今
こ
そ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
こ
れ

ま
で
中
東
に
投
資

し
て
き
た
人
間
と

事
業
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、
貴
重
な
ア

セ
ッ
ト
（
財
産
）
を

回
収
す
べ
き
好
機
。

た
だ
私
た
ち
は
直

接
的
な
平
和
の
建

設
者
で
は
な
く
、

関
係
国
が
そ
の
上

で
平
和
を
話
し
合

う
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
の
建
設
者
だ
。

政
治
と
開
発
が
よ
き
シ
ナ
ジ
ー
効
果
（
相
乗
作
用
）

を
発
揮
し
て
く
れ
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
」
と
若
い

ピ
ー
ス
ビ
ル
ダ
ー
た
ち
を
率
い
る
現
場
監
督
の
言
は

熱
か
っ
た
。

防
弾
車
で
走
り
回
っ
た
１
週
間
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
た
。
忙
し
い
視
察
日
程
を
終
え
た
あ
る
日
の

夕
方
、
強
い
に
わ
か
雨
の
後
に
美
し
い
虹
が
中
天
に

懸
か
っ
た
。
今
村
健
志
朗
・
カ
メ
ラ
マ
ン
と
私
は
夢

中
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
続
け
た
。
虹
は
ど
こ
か
ら

始
ま
り
、
ど
こ
へ
届
い
た
の
か
。
パ
レ
ス
チ
ナ
も
イ

ス
ラ
エ
ル
も
ヨ
ル
ダ
ン
も
、
い
ず
れ
の
国
境
も
超
え

た
大
き
な
虹
に
思
わ
れ
た
。

（
敬
称
略
）

ジフトリックUNRWA学校正面玄関前で無料診療デーイベントの飾り付けをする
JICA帰国研修員と共催NGOのスタッフたち

JICAラマラフィールドオフィスで、3月17日の無料診療デーで配布される
予定の母子保健プロジェクトPR用のTシャツの出来栄えを見るスタッフた
ち。左からガーダさん、山崎専門家、飯田春海・中間評価調査団員、ディ
マさん、三好企画調査員

無料診療デーに訪れた親子に母子手帳について説明するスタッフと萩原明子専門家。萩原さ
んが着ているのはPR用のTシャツ。Tシャツには母と子が手をつなぎハートを形作ったロゴデ
ザインと「健康な母と子」というコピーが印刷されている

無料診療デーでは、母子手帳のワークショップも
開かれた。ワークショップの合間に子どもをあや
すJICA帰国研修員で看護師のシハームさん。手
にしているのはプロモーション用の母子手帳だ
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